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　赤穂市は、山にבまれたҖ部と、๔戸内ൾにしたҴ部

とに大きく分かれ、それǜれにӪىが分ߵします。

　こうしたӪىのほとȑどは、発掘調査が行われていない

ためᘐሏはわかりまǙȑが、ൾにしてᄳ地するӪىは、

˨々を᧯うǞǏの平ᠵが܅在しないことから、の

なかのѡዧのقではないかとਰ定されています。一ૐ、

Җ部のӪىについてはҧ分にࠦい平ᠵがあり、ይをཹ

としてཹ൭を֊ȑでいた˨々がཹǽ出したものと考えられ

れています。

　赤穂市にはҴҖそれǜれに特の˨々のཹ൭があり、遺

跡やӪىもこれらをӟしているのです。

海の遺跡、山の遺跡
－埋蔵文化財の宝庫－

みかΜのた山ݹͱುౡݹʢࡱӨɿग़水ഢ໌ʣ

ٜແ山ݹ܈

ඌ࡚ɾ大௩ݹ 赤穂城跡
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ခා౷ߊの֒跡Ȇࡣ

　年地ңは「ҕᚢの࠳ܨ」とԬǮれる

ほどӪ˽の遺跡がܼしている地ңであ

り、Ӫくはቡ˽૦୕（10�000年前）か

ら˨々がཹ൭を֊ȑでいたことがб明して

います。

　遺跡数が特にكѣするのがཹ˽（約

2��00年前）からであり、年地ңϘ̢に遺

跡が見つかっています。このほかӪى˽

後୕になると、特に年地ң部にǈいて

数多くのӪىがᆓかれます。そのቍ数は21�

基。ᖼ੯Ⴀでも˽ᕦ的なӪىであるض山

Ӫىには��基のӪىがܼし、「ᣜ˵切

り」という特な構造を৻つಁᄔࡢၫܬが

多くǽられ、ᕝ的にもൖဧされていま

す。

༗۠౦෦のݹ

௩山�߸のΦϧιʢਖ਼Өʣը૾ ༗ໂྱɾ山ా遺跡ग़
ʮਇʯઢࠁਢثܙ

༗ݪɾాத遺跡ग़
ॳظਢثܙɾಃ࣭ث

༗ໂྱɾ山ా遺跡　̍߸ํ形पุߔ

༗ݪɾాத遺跡
̍߸ٰุग़০ث

ฏ成��	�01�
Ҏ߱の分ௐࠪによって໌らかにͳった。૯�1ج�を͑る。

赤穂を代表する歴史文化６　海の遺跡、山の遺跡
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　現在の赤穂市年సӌに、χの遺ࢸ

をሳいでဿრ࿃ᤑを構えたஃޖნٽ。

ঞ後、土地ᣙ発でځわれていく遺跡を

ဧのࡿたりにし、遺跡の͔ᙴと考Ӫᚽ

ૂのӠを࣐いᄳったのは4�ので

した。

　ૼ和2�（1��0）年には年考Ӫ᧻を

設ᄳ。「日本一ݦさい考Ӫ᧻」とྡྷԄ

をとりながらも、ᡣыや三ᗗበႾ༔

をはǖめとするᚰ重な考Ӫᚽૂが多く

Ӡᒌされ、赤穂市、ဪཹ市、上៷町の

Ӫ˽史は年考Ӫ᧻ᚽૂによって語ら

れたといったもែ言ではありまǙȑ。

　またஃޖは、地元̟ഋとともに遺跡の͔܅ៀѷをဝり上

げ、多くのӪىを残しました。現在、年が「ҕᚢのܨ

。とԬǮれるのも、そのǈかげと言えるでしȅう「࠳

　年考Ӫ᧻は、ᣙ᧻後60年をሜて赤穂市にܺᛖされ、平

成2�年11からは赤穂市ᄳ年考Ӫ᧻としてϬ出発しまし

た。赤穂市では、ࡿのࢸを残したまま、年地ңの歴史

ҕをよりしȑでዖできる場にΓしています。

Ҭॅຽʹ文化ࡒのՁをઆ͘দԬल ༗の史をकるձの׆ಈ

赤穂ཱࢢ༗ؗݹߟのৗઃలࣔ

地Ҭॅຽをࣗにूめてはٛߨをߦっていた。 地Ҭॅຽの��ˋがձһとͳっていた。

ઐؖਜຳ͂ခා܁ࡣࣉ

ؗݹߟの༗࣌։ؗؗݹߟ༗ཱࢢの赤穂ࡏݱ
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ࣞဎȆाק౷ߊの֒跡Ȇࡣ

　Ҩ჻ߡは山にבまれたいᆐבを

൰れているため、大ᥒがᤉるとたǱ

たǱ൦水がᛨき、大きなᕻܱをʝえ

ていました。そのためӪ˽のɕɞは

Ҩ჻ߡの൦水からϏれることのでき

る土地に֊まれるのが一般的でし

た。特にӪىは平ᠵのɕɞからݧし

ᥐれた山側にᆓかれることが多く、

高地ңではӪ˽ᑈ遺跡にᤱਮし

た山ᬝなどで見つかっています。い

ずれもݧし高いとこȋにあり、ࡿ

のقにݘする考えૐをਰしᠶること

ができます。

　一ૐ、᛫ුԣでは、今のとこ

ȋӪ˽ᑈ遺跡がほとȑど見つかっ

ていまǙȑが、大ᗄ౽なӪىがޮや

山上にᆓかれています。年地ңや

高地ңのようなɕɞができる平ᠵ

がないことから、これらのقは

をཹとしたのقであると考え

られています。

　なǈ大០ႾႱのႾ地であるཹޮ内

のཹޮӪىは̑შഽѻقとして現在

もႾዼな場所とされています。

ݹӽपลのࡔ

খౡݹ܈

ುౡݹ

ੜౡݹ

みかΜのた山ݹ

ฏのͳいࡔӽに͋るݹは、ۀړをੜۀと͠たूஂのุと͑ߟられている。ʢࡱӨɿ出水ഢ໌ʣ
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ࣂ屋ɬᖼ部地ңはចʢにᣙ発された土地が多く、残ع　

ながら遺跡にࣷまれていまǙȑ。しかし大のؚ山遺跡で

は、ቡ˽前୕（約6�000年前）からଓ୕までの多数のቡ

土器をはǖめ、Ӫى˽以ᤉの製ع土器が見つかってǈ

り、今後の調査が୕࢙される地ؑです。またؚ山遺跡では

Ϩᅬؔも出土してǈり、ԣבにӪىの܅在がਰ定され

ています。

˽になると、高山で土器やၫ器がਫされていまཹ　

す。そのᘐሏはよくわかっていまǙȑが、ࠇにှのᎽ

い土地に̟ݻを構えていた˽があったのかもしれまǙ

ȑ。またこの山ᬝ部はӪ˽に「ၫཹعᐊ」として大ݗの

ᐊןが置かれた場所であり、山々はع山としてຝૂ調ៈに

ཽいられました。

　Ӫىとしては্ૐのٻႾ山Ӫىがあり、᛫とԃౣ、ൾ

にしてᆓかれていました。

のまǟであり、ʪចʢをさかのǺྀع地ңはࢨɬݷ　

る歴史があるわǏではありまǙȑ。しかしྀعがᆓかれる

前のቡ˽には、すでに˨々がཹ൭を֊ȑでいた࿉跡が

あります。

　༆٨ᚁ遺跡では、ቡ˽後୕の土器やၫ器が多数出土

しています。ቡ˽後୕は、Ϙו的にも見つかる遺跡数

がكѣする୕であり、ൾをわたって入ఘしたのでしȅう

か。ᙏはݶきまǙȑ。

　もう一つ、๔戸内ൾをᎈむ山上にݷɬ大ضӪىがあり

ます。6ʢᇷ後Үから�ʢᇷ前Үの後୕Ӫىにはʧᕵࡢのಁ

ᄔࡢၫܬがᆓかれてǈり、市内でも大の部に入りま

す。ࡿはԣבに水ྀをつくる場所もなかったことから、

にᣢឯするཹのɕɞがあったのかもしれまǙȑ。

ؚȆୌ໐౷ߊの֒跡Ȇࡣ

ॄȆॄࢄ౷ߊの֒跡Ȇࡣ

ಊ山遺跡ग़ೄ文ث

ඌ࡚ɾ大௩ݹ ඌ࡚ɾ大௩ݹग़ث

ೄจ࣌前ظから൩ظ·でଓく
͠いҨ跡で͋る。
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史跡赤穂城跡も遺跡の一つです。現在の赤穂城跡の前ᜰでו　

あるഡྀ˽の城（ਸ上城）や、その前にᆓかれていたѣᠳ屋

Ӫ城など、まǞまǞᙏが多く残されてǈり、発掘調査によって

今後明らかになることでしȅう。

　また赤穂城跡では発掘調査の成果を൭かし、赤穂市のȬンɑ

ɠとなる史跡として、ሳሴ的なΓが行われています。

赤穂城跡の発掘調査

国史跡　赤穂城跡 赤穂ࢢのγϯϘϧと͠てܧଓతにඋがߦΘれている。ʢࡱӨɿ出水ഢ໌ʣ

二之丸門跡
たೋ೭ؙ͠ߋがೄுりをมߦૉࣛࢁ
ᐩܗのૅج石が発見された。

三之丸清水門跡
തؗにྡする࢙ྺཱࢢのࡏݱ
跡。

本丸跡の発掘調査
఼跡の発掘ௐࠪ。ӈԞにはຊؙがޚ
උされた。

三之丸大手門枡形
赤穂城の玄関ޱ。վมされる前の石֞
や্چ水ಓが見つかった。

二之丸城壁でみつかった埋没石垣
とߏの赤穂城の前にஙかれたҨࡏݱ
。られている͑ߟ

赤穂を代表する歴史文化６　海の遺跡、山の遺跡
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赤穂城下町跡の発掘調査

旧赤穂上水道
の発掘調査

　旧赤穂上水道は、元和2（1616）年の切山隧道掘削完了によって

敷設された水道で、「各戸給水」を成し遂げたことで日本三大水道

の一つとされています。赤穂城下町跡の発掘調査を行うと、必ずと

言ってよいほど見つかるこの遺構は、赤穂ならではのものと言えま

す。

　発掘調査では、道路側から屋敷内に水を引き込むための給水管

（竹、瓦、土、陶器製）のほか、会所（木製桶、箱枡）や汲出枡

（木製、陶器製）などが数多く見つかり、その変遷も徐々にではあ

りますが明らかになってきています。

　また、上水道が屋内に引かれる場所は決まって建物の入口（トオ

リニワ）部分であるため、発掘で見つかった建物遺構の入口を特定

する重要な根拠にもなっています。

　赤穂市ではこれらの発掘調査を実施しているほか、市街地の各所

にモニュメントを設置し、その顕彰に努めています。

　赤穂城下町跡は、平成10年度から本格的な調査

が始まり、予想以上に遺跡が残されていることが

わかってきました。約400年前の標高は約1.0ｍで

あり、現在の約2.0ｍまで造成が繰り返された結

果、町家の基礎構造がよく残されたためと考えら

れています。また地下水の影響で一般には腐って

しまう木簡などの木製品がよく残されていること

も特徴の一つであり、今後の発掘調査によって赤

穂の歴史を豊かに物語る可能性をもっている遺跡

と言えます。

出土した陶磁器類
赤穂城下町は当初の標高が1.0ｍと低く造成が繰り返されたた
め、造成土内に多くの陶磁器類が見つかる。

発掘された町家跡
町家の玄関部分を発掘すると、敷地境界や間
取り境界の石列が良好に見つかる。

発掘された木簡
赤穂城下町跡では地下水によって腐食から守られた木簡がよ
く出土する。武士や町人の名前が記されていることも多い。




